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講
演
す
る
半
田
滋
さ
ん

【
お
こ
と
わ
り
】
次
号
の
発
行
は
統
一
自
治
体
選
挙
の
都
合
に
よ
り
４
月
26
日
（
水
）
付
の

発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
編
集
部
】

５・３
兵
庫

憲
法
集
会

プ
レ
集
会

23
春
闘
講
座
を
開
催

鈴
木
一
さ
ん（
札
幌
地
域
労
組
副
委
員
長
）が
講
演

３・１
神戸市

ひ
ょ
う
ご
地
域
労
働
運
動
連
絡
会
ら
が

180人が参加して岸田政権の大軍拡を批判する半田滋さん
の講演に学んだ＝３月７日、長田区文化センター

３つの闘争報告と鈴木一さん（円内）の講演を聞い
た23春闘講座＝３月１日、兵庫県民会館

軍事力強化は国民負担に
防衛
ジャーナリスト半田滋さんが講演

138

石
の
宝
殿

（
高
砂
市
阿
弥
陀
町
）

３
月
８
日
は

国
連
が
制
定
し

た
「
国
際
女
性

デ
ー
」
だ
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
も
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
関

す
る
報
道
が
こ
れ
ま
で
よ
り

多
か
っ
た
が
、
日
常
か
ら
も

っ
と
取
り
上
げ
て
欲
し
い
課

題
だ
▼
教
育
、
健
康
、
経
済
、

政
治
分
野
の
女
性
の
参
加
状

況
を
世
界
的
に
み
る
と
日
本

の
男
女
平
等
度
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
は
相
変

わ
ら
ず
低
位
だ
。
22
年
は
１

４
６
か
国
中
１
１
６
位
、
主

要
７
か
国
（
Ｇ
７
）
で
は
最

下
位
で
あ
る
▼
大
き
な
要
因

は
女
性
の
政
治
参
加
が
極
端

に
低
い
こ
と
だ
。
全
国
の
地

方
議
会
で
女
性
が
１
人
以
下

の
議
会
は
38
％
、
50
歳
未
満

の
女
性
議
員
は
３
％
弱
（
朝

日
新
聞
）
、
兵
庫
県
内
41
市

町
の
内
14
市
町
で
ゼ
ロ
か
１

人
（
神
戸
新
聞
）
と
な
っ
て

い
る
。
４
月
の
統
一
自
治
体

選
挙
で
数
値
の
改
善
を
望
み

た
い
▼
日
本
は
国
連
女
性
差

別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
い

る
が
、
効
力
を
上
げ
る
「
議

定
書
」
に
つ
い
て
は
女
性
団

体
や
地
方
議
会
か
ら
意
見
書

が
政
府
に
上
が
り
続
け
て
い

る
が
批
准
し
て
い
な
い
。
各

自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
は
男
女
平
等
社
会
を

め
ざ
す
拠
点
だ
が
創
設
当
時

の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
女
性
を

３
割
」
の
目
標
は
い
つ
達
成

さ
れ
る
の
か
▼
旧
統
一
教
会

に
よ
る
男
女
平
等
政
策
へ
の

干
渉
。
政
治
家
を
使
い
家
制

度
へ
女
性
を
押
し
込
め
る
政

治
勢
力
と
そ
れ
と
結
託
し
た

政
党
は
許
せ
な
い
。
毎
日
が

女
性
デ
ー
で
い
い
。

Ｊ
Ｒ
宝
殿
駅
か
ら
南
西
に
徒
歩
25
分
の
所

に
日
本
三
奇
に
数
え
ら
れ
る
「
石
の
宝
殿
」

が
あ
る
。
因
み
に
残
る
２
つ
は
仙
台
塩
釡
神

社
の
塩
釡
と
宮
崎
県
霧
島
神
社
の
天
逆
鉾
。

日
本
三
奇
と
は
、
江
戸
時
代
に
諸
国
を
旅
し

た
橘
南
谿
と
い
う
医
者
が
自
著
の
中
で
不
思

議
ス
ポ
ッ
ト
「
３
つ
の
奇
跡
」
と
し
て
古
代

の
遺
物
を
紹
介
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。

こ
の
石
の
宝
殿
は
小
高
い
竜
山
山
腹
の
生

石
（
お
う
し
こ
）
神
社
に
神
体
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
る
巨
石
で
、
横
６
・
４
ｍ
、
奥
行

７
・
２
ｍ
、
高
さ
５
・
７
ｍ
の
直
方
体
の
形

を
な
し
、
奥
の
側
面
に
屋
根
と
お
ぼ
し
き
形

状
の
突
起
物
が
あ
り
、
家
を
横
倒
し
に
し
た

よ
う
な
全
容
で
、
重
さ
は
４
６
５
㌧
。
水
が

張
ら
れ
た
溜
池
の
上
に
こ
の
巨
石
が
底
部
の

中
央
部
で
乗
っ
か
る
よ
う
に
据
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
一
見
こ
の
石
が
水
に
浮
か
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
浮
石
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
い
つ
誰
が
、
何
の
た
め
に

造
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
古
代
、
こ
の

地
の
豪
族
が
巨
大
な
石
の
神
殿
を
造
ろ
う
と

し
た
が
途
中
で
中
止
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と

考
え
る
の
が
自
然
な
と
こ
ろ
か
。『
播
磨
風
土

記
』
に
は
物
部
の
守
屋
が
造
ら
せ
た
と
書
か

れ
て
い
る
。

辺
り
は
竜
山
石
の
産
地
と
し
て
古
く
か
ら

栄
え
、
こ
の
生
石
神
社
は
３
世
紀
頃
の
創
建

と
伝
え
ら
れ
る
。
10
年
ほ
ど
前
に
石
の
宝
殿

及
び
竜
山
石
採
石
遺
跡
と
し
て
、
他
の
史
跡

群
と
と
も
に
国
の
史
跡
に
一
括
指
定
さ
れ
た
。

（
嶋
谷
）

物
価
高
を
超
え
る
賃
上
げ

が
求
め
ら
れ
る
23
春
闘
の
な

か
、
国
民
春
闘
神
戸
地
区
共

闘
会
議
と
ひ
ょ
う
ご
地
域
労

働
運
動
連
絡
会
共
催
の
「
23

春
闘
講
演
会
」
が
３
月
１
日
、

神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫
県
民

会
館
で
開
か
れ
た
。
中
小
労

組
や
個
人
加
入
者
で
つ
く
る

札
幌
地
域
労
組
の
鈴
木
一
副

委
員
長
が
、「
春
闘
と
労
働
組

合
の
社
会
的
役
割　

23
春
闘

で
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
て
組
合
活
動
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
い
講
演
を

行
っ
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
ひ
ょ
う

ご
地
域
労
働
運
動
連
絡
会
の

酒
井
浩
二
議
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
３
つ
の
労

組
か
ら
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
阪
神
ク
リ

エ
ー
ト
分
会
に
よ
る
賃
上
げ

の
た
め
に
委
託
元
の
尼
崎
市

に
委
託
料
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
取
り
組
み
、
全
港
湾
神

戸
支
部
山
陽
バ
ス
分
会
の
運

転
手
不
足
に
よ
る
長
時
間
労

働
や
公
休
出
勤
の
解
消
に
向

け
た
賃
上
げ
の
取
り
組
み
、

神
戸
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン

神
戸
電
化
工
業
分
会
の
組
合

つ
ぶ
し
を
ね
ら
う
不
当
解
雇

の
撤
回
を
求
め
る
裁
判
闘
争

の
取
り
組
み
だ
。

講
演
で
鈴
木
さ
ん
は
、
団

結
権
の
必
要
性
や
労
使
対
等

の
原
則
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
、「
し
か
し
、
現
実
は
ど

う
か
」「
『
絵
に
描
い
た
餅
』

の
労
使
対
等
を
実
現
す
る
団

結
と
は
」
な
ど
に
つ
い
て
自

身
の
組
合
活
動
の
事
例
を
い

く
つ
も
報
告
。
介
護
職
場
で

の
腰
痛
防
止
対
策
を
め
ぐ
り
、

法
人
か
ら
は
「
歳
の
せ
い
」

や
「
太
っ
て
い
る
か
ら
」
と

個
人
の
体
質
と
さ
れ
た
が
、

「
休
め
ば
腰
痛
は
治
る
も
の
」

を
根
拠
に
15
日
間
の
腰
痛
特

別
休
暇
を
要
求
、
４
年
目
の

春
闘
交
渉
で
そ
の
要
求
が
実

現
し
、
人
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
成
果
も

紹
介
さ
れ
た
。 

　

（
菊
地
）

「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
の
名
の
も
と
に
、「
専
守
防
衛
」
を
逸
脱
し
て
先
制
攻
撃

が
可
能
に
な
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
含
め
、
今
後
５
年
間
で
防
衛
費
を
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
に
と
17
兆
円
増
の
43
兆
円
を
計
上
す
る
な
ど
の
大
軍
拡
路
線
の
推
進
を
決
め

た
岸
田
政
権
。
こ
う
し
た
岸
田
政
権
の
安
保
政
策
の
大
転
換
、「
戦
争
国
家
」
へ
の
暴
走

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
、「
戦
争
さ
せ
な
い
、
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
兵
庫
県

実
行
委
員
会
」
は
、
今
年
は
１
万
人
規
模
で
の
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
る
恒
例
の

「
５
・
３
兵
庫
憲
法
集
会
」
の
成
功
に
向
け
た
プ
レ
企
画
と
し
て
３
月
７
日
、「
５
・
３

兵
庫
憲
法
集
会
プ
レ
集
会
」
を
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
半
田
滋
さ
ん
の
講
演
に
学
ん
だ
。
集
会
に
は
約
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
主
催
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
羽

柴
修
弁
護
士
（
弁
護
士
９
条

の
会
）
は
、「
安
保
３
文
書
」

改
定
を
批
判
し
、
ね
ら
い
は

国
家
総
動
員
体
制
の
構
築
で
、

国
民
に
そ
の
決
意
ま
で
促
し

て
い
る
と
内
容
の
一
部
を
紹

介
。
戦
争
に
向
か
っ
て
進
む

こ
の
危
険
な
道
を
阻
止
す
る

運
動
の
強
化
を
、
と
訴
え
た
。

「
敵
基
地
攻
撃
と
日
米
一

体
化　

防
衛
費
倍
増
は
国
民

負
担
に
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
半
田
さ
ん
は
ま
ず
、「
安

保
３
文
書
」（
国
家
安
全
保
障

戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防

衛
力
整
備
計
画
）
改
定
の
内

容
の
解
説
か
ら
始
め
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
、
安

倍
元
首
相
の
退
任
時
の
談
話

を
き
っ
か
け
に
、
自
衛
隊
と

米
軍
の
一
体
化
と
自
衛
隊
の

軍
備
増
強
を
ベ
ー
ス
に
自
民

党
の
悲
願
と
な
り
、
国
民
を

だ
ま
し
続
け
て
き
た
議
論
の

果
て
だ
と
指
摘
。
敵
基
地
攻

撃
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
認
め
た
以
上
は
、
先
制

攻
撃
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、

そ
の
能
力
の
保
有
は
、
抑
止

力
を
高
め
る
こ
と
に
な
ら
ず
、

東
ア
ジ
ア
の
不
安
定
化
を
呼

び
込
む
だ
け
だ
と
批
判
し
た
。

さ
ら
に
、
防
衛
費
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
の
問
題
に
つ
い

て
も
そ
の
内
容
を
詳
し
く
紹

介
。
こ
れ
ま
で
政
府
が
憲
法

上
保
有
で
き
な
い
と
し
て
き

た
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、

長
距
離
戦
略
爆
撃
機
、
攻
撃

型
空
母
な
ど
の
実
質
的
な
保

有
を
自
衛
隊
が
進
め
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
日
米
軍
事
一
体
化
の

も
と
で
米
政
府
の
意
の
ま
ま

に
兵
器
購
入
を
進
め
、
際
限

の
な
い
軍
拡
へ
の
道
を
歩
み

始
め
て
い
る
と
指
摘
し
、
こ

の
財
源
は
、
結
局
は
税
金
に

求
め
る
こ
と
と
な
っ
て
（
最

終
的
に
は
消
費
税
か
）
、
国

民
の
負
担
増
と
な
っ
て
い
く

と
批
判
し
た
。

ま
た
、
23
年
度
防
衛
費
予

算
で
自
衛
隊
の
艦
艇
、
潜
水

艦
、
施
設
建
設
に
建
設
国
債

を
充
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、

巨
額
の
国
債
発
行
が
戦
争
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
戦
前
・
戦

中
の
歴
史
の
反
省
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
あ
り
、
戦
前
回

帰
の
道
だ
と
も
批
判
し
た
。

最
後
の
ま
と
め
と
し
て
、

平
和
は
軍
事
力
で
な
く
、
命

懸
け
の
外
交
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
実
現
す
る
と
強
調
し
た
。
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●
５
月
３
日
（
水
・
祝
）
14
時
開
会
（
13
時
30
分
〜
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
）●
神
戸
・
み
な
と
の
も
り
公
園

●
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー　

松
尾
貴
史
さ
ん
（
俳
優
・
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
）

戦
争
さ
せ
な
い
、９
条
壊
す
な
！

５・３
兵
庫
憲
法
集
会

改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

■
改
憲
４
党　

緊
急
事
態
条

項
の
新
設
急
ぐ 

前
号
で
衆
院
憲
法
審
査
会

に
お
け
る
立
憲
野
党
と
自
民

や
維
新
の
会
な
ど
改
憲
４
党

の
攻
防
に
触
れ
た
。

憲
法
審
は
２
日
、
今
国
会

初
め
て
の
自
由
討
議
を
行
っ

た
。
改
憲
４
党
は
、
口
を
揃

え
て
緊
急
事
態
条
項
新
設
を

め
ぐ
り
、
意
見
集
約
に
向
け

た
議
論
の
加
速
と
改
憲
の
条

文
案
づ
く
り
を
強
調
。
立
憲

民
主
は
「
時
機
尚
早
だ
」
と

反
発
。
発
議
が
で
き
た
と
し

て
も
国
民
投
票
法
が
今
の
ま

ま
で
は
公
正
な
投
票
が
確
保

で
き
な
い
と
し
て
、
Ｃ
М
規

制
な
ど
の
投
票
法
の
改
定
を

優
先
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

結
論
が
出
な
い
こ
と
に
い

ら
立
つ
維
新
と
国
民
は
７
日
、

両
党
の
国
対
委
員
長
会
談
を

開
き
、「
緊
急
事
態
下
に
お
け

る
国
会
議
員
の
任
期
延
長
を

可
能
と
す
る
憲
法
改
正
の
条

文
案
策
定
に
向
け
、
実
務
者

協
議
入
り
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
」（
時
事
）
。
こ
の
会
談

に
は
「
有
志
の
会
」
も
参
加
。

会
談
後
、
維
新
の
国
対
委

員
長
は
「
（
３
会
派
の
主
張

の
）
大
部
分
は
共
通
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
が
け
ん
引
役

に
な
り
、（
国
会
の
）
憲
法
審

査
会
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
」

（
同
）
と
鼻
息
も
荒
い
。
引

き
続
き
、
維
新
と
国
民
は
８

日
、
改
憲
を
め
ぐ
り
国
会
議

員
の
任
期
延
長
な
ど
条
文
案

を
議
論
す
る
実
務
者
協
議
の

初
会
合
を
開
き
、
今
国
会
中

に
条
文
案
の
策
定
を
目
指
す

こ
と
を
確
認
し
た
。

改
憲
４
党
は
、
た
ん
に
国

会
議
員
の
任
期
延
長
に
と
ど

ま
ら
ず
内
閣
の
権
限
を
強
め
、

人
権
を
制
約
す
る
緊
急
事
態

条
項
の
新
設
に
向
か
っ
て
突

っ
走
っ
て
い
る
。

立
憲
野
党
の
基
本
的
な
ス

タ
ン
ス
は
、
改
憲
を
前
提
に

し
た
議
論
で
は
な
く
、
戦
後

の
安
保
政
策
を
大
転
換
す
る

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な

ど
憲
法
の
理
念
に
照
ら
し
て

岸
田
政
治
を
問
う
こ
と
が
重

要
だ
と
し
て
い
る
。

一
方
、
参
院
の
憲
法
審
査

会
は
８
日
、
今
国
会
初
の
幹

事
懇
談
会
を
開
き
、
今
後
の

日
程
に
つ
い
て
協
議
。
改
憲

４
党
は
月
内
の
審
査
会
開
催

を
求
め
た
が
、
立
憲
民
主
党

が
予
算
成
立
後
の
４
月
開
催

を
主
張
し
た
た
め
、
折
り
合

わ
な
か
っ
た
。

立
憲
の
小
西
洋
之
野
党
筆

頭
幹
事
は
、
放
送
法
の
解
釈

変
更
問
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
よ
う
求
め
た
。

■
ト
マ
ホ
ー
ク
４
０
０
発
購

入　

単
価
は
米
国
の
倍

岸
田
政
権
は
２
０
２
３
年

度
予
算
案
の
軍
事
費
に
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
行
使
す
る

た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
巡
航
ミ

サ
イ
ル
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
購

入
費
２
１
１
３
億
円
を
計
上

し
た
。

予
算
委
員
会
の
審
議
が
始

ま
り
、
野
党
が
質
問
し
て
も

購
入
数
や
単
価
に
つ
い
て
、

「
手
の
内
を
明
か
せ
な
い
」

「
防
衛
能
力
が
明
ら
か
に
な

る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
答
弁

を
拒
み
続
け
て
い
た
。
が
、

２
月
27
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
に
至
っ
て
、
岸
田
首
相
が

「
４
０
０
発
購
入
す
る
予
定

だ
」
と
明
言
。
単
価
に
つ
い

て
は
未
だ
に
口
を
つ
ぐ
ん
だ

ま
ま
で
あ
る
。

単
純
計
算
す
れ
ば
１
発
あ

た
り
５
億
２
８
２
５
万
円
と

な
る
。
し
か
し
、
米
海
軍
省

が
議
会
に
示
し
た
予
算
書
に

は
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
単
価
は

格
納
容
器
合
わ
せ
て
２
０
１

万
１
３
７
５
ド
ル
と
明
記
。

１
ド
ル
１
３
６
円
で
計
算
す

れ
ば
２
億
７
３
５
４
万
と
な

り
、
米
政
府
は
日
本
に
国
内

単
価
の
２
倍
近
く
で
売
り
つ

け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

単
価
を
明
ら
か
に
し
な
い

カ
ラ
ク
リ
が
、
こ
の
辺
り
に

あ
り
そ
う
だ
。　
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【選挙日程】３月31日（金）告示、４月９日（日）投票【選挙日程】４月16日（日）告示、４月23日（日）投票

支持　（無所属）

丸尾　まき （現・58歳）
出発式３月31日９時　事務所前の若松公園

連絡先 尼崎市三反田町１－７－７

０６・６４２２・３３３９

メール　ⅿb5m-ｍro@asahi-net.or.jp

（
尼
崎
市
・
定
数
７
）

兵
庫
県
議
選

公認

小林　るみ子 （現・71歳）
出発式３月31日11時　下記事務所前

連絡先 神戸市灘区水道筋２－３－１

０７８・８０２・１１２５

メール　rumiko_nada@hotmail.com

（
灘
区
・
定
数
６
）

神
戸
市
議
選

公認

あわはら富夫 （現・69歳）
出発式３月31日11時　下記事務所前

連絡先 神戸市中央区東雲通１－４－22　

０７８・２２１・３５６２

メール　awara＠portnet.ne.jp

（
中
央
区
・
定
数
６
）

神
戸
市
議
選

推薦　（無所属）

さかい　大起 （新・33歳）
出発式３月31日11時　板宿商店街南交差点

連絡先 神戸市須磨区平田町１―２―４

０７８・７９８・６１６２ 

メール　sakai-daiki@an.wakwak.com

（
須
磨
区
・
定
数
７
）

神
戸
市
議
選

推薦　（無所属）

高橋ひでのり （現・65歳）
出発式３月31日13時　ＪＲ垂水駅東口近辺

連絡先 神戸市垂水区川原２―１―16―202

０７０・７４８９・６７１５

メール　saltshop＠kobe.zaq.jp

（
垂
水
区
・
定
数
９
）

神
戸
市
議
選

推薦　（社民党）

おおつる　求 （現・51歳）

連絡先 伊丹市南町４－５－24

０７２７・７７・３７７４

メール　info@ootsuru.com

　
　
　
　

（
定
数
28
）

伊
丹
市
議
選

推薦　（社民党）

大島　淡紅子 （現・67歳）

連絡先 宝塚市平井１―６―７―105

０７９７・８９・４０９０

メール　goiken1955@gmail.com

　
　
　
　

（
定
数
26
）

宝
塚
市
議
選

公認

山口　みさえ （現・60歳）

連絡先 芦屋市春日町３―６―203

０７９７・３８・０２７３

メール　misaehiroba＠yahoo.co.jp

　
　
　
　

（
定
数
21
）

芦
屋
市
議
選

公認

要　　コウタ （新・47歳）

連絡先 芦屋市大東町10―15―206

０７９７・２５・１９２０

メール　observearticle009@gmail.com

　
　
　
　

（
定
数
21
）

芦
屋
市
議
選

推薦　（無所属）

よしだ　秀夫 （現・63歳）

連絡先 明石市魚住町清水137―２

０７８・９４３・７８８８

メール　hideo01118131@gmail.com

　
　
　
　

（
定
数
30
）

明
石
市
議
選

総
が
か
り
行
動
兵
庫
県
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
５
・

３
兵
庫
憲
法
集
会
は
、
今
年

は
１
万
人
規
模
を
目
標
に
結

集
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
開

催
要
項
は
下
記
の
通
り
。

地域から平和と暮らし、民主主義の再生を
新社会党兵庫県本部の公認・推薦・支持予定候補者

※下記の連絡先は選挙事務所で選挙終了時までのものです。

こきと

きだい

もとむ



号　外（3）

子どもの被ばく裁判に携わる井戸謙一弁護士（写
真内）の講演に学んだ＝３月４日、加古川市

「生活できる賃金を」「時給1500円の実現」などを
訴えてデモ行進＝２月23日、神戸市中央区

ジャーナリストの西谷文和さんコーディネイトの
パネルディスカションもあった近畿集会＝２月23
日、大阪市

非正規労働者の賃上げを
パート春闘アクションで訴え
兵庫県パート・ユニオンネットワーク

原
発
事
故
か
ら
12
年
の
つ
ど
い

「
終
わ
ら
な
い
フ
ク
シ
マ
」

脱
原
発
は
り
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
が
開
催

大
軍
拡
へ
の
暴
走
を
許
す
な

「
共
同
テ
ー
ブ
ル
近
畿
」が
近
畿
集
会

飲
食
店
勤
務
で
、
う
つ
状

態
で
休
職
中
の
女
性
（
22
歳
）

か
ら
、
休
職
中
に
社
会
保
険

と
雇
用
保
険
を
打
ち
切
ら
れ

た
と
相
談
が
あ
っ
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
き

始
め
た
相
談
者
は
、
昨

年
７
月
に
正
社
員
に
。

コ
ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ

れ
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

よ
う
に
な
る
と
、
時
間

外
労
働
は
多
く
な
り
月

80
時
間
を
超
え
て
い
た
。

労
働
条
件
は
、
基
本

給
24
万
円
に
50
時
間
分

の
時
間
外
労
働
が
含
ま

れ
て
い
る
。
時
間
外
労

働
は
80
時
間
を
超
え
て

い
た
が
、
50
時
間
を
超

え
る
割
増
賃
金
と
し
て

支
払
わ
れ
て
い
た
の
は

３
万
３
千
円
。
根
拠
が

わ
か
ら
な
い
。
休
日
は

「
半
日
＋
半
日
＝
１
日
」
で

計
算
さ
れ
て
い
た
。
所
定
労

働
時
間
は
１
日
８
時
間
シ
フ

ト
だ
が
、
月
の
休
日
は
６
日

し
か
な
い
。
こ
れ
で
は
病
気

に
な
る
。

休
職
し
て
ひ
と
月
後
に
復

帰
し
た
が
、
体
が
動
か
な
く

な
り
、
再
び
休
職
。
会
社
か

ら
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
な

い
な
ら
ア
ル
バ
イ
ト
」
と

「
社
会
保
険
と
雇
用
保
険
を

打
ち
切
る
」
と
い
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
が
届
い
た
。

す
ぐ
に
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
。

社
会
保
険
と
雇
用
保
険
は
回

復
さ
れ
た
が
、
社
長
の
無
知

さ
が
腹
立
た
し
く
、
呆
れ
る
。

「
飲
食
業
は
長
時
間
労
働
が

あ
た
り
前
」「
相
談
者
の
残
業

は
少
な
い
方
」「
診
断
書
は
送

ら
れ
て
き
た
が
、
休
職
の
申

し
出
が
な
か
っ
た
か
ら
休
職

扱
い
に
せ
ず
、
社
会
保
険
と

雇
用
保
険
を
打
ち
切
っ
た
」

「
相
談
者
の
こ
と
を
思
っ
て

ア
ル
バ
イ
ト
の
扱
い
に
し
た
」

と
の
主
張
。
雇
用
形
態
の
不

利
益
変
更
も
、
法
律
の
限
度

を
超
え
た
長
時
間
労
働

も
、
休
日
日
数
も
法
律

に

違

反

し

て

い

る

が
、「
自
分
は
悪
く
な
い
」

と
主
張
し
た
。

相
談
者
は
、「
職
場
の

人
間
関
係
が
良
く
、
働

き
や
す
か
っ
た
。
残
業

代
も
出
て
い
た
か
ら
い

い
会
社
だ
と
思
っ
て
い

た
」
と
言
う
。
少
し
で

も
残
業
手
当
が
支
払
わ

れ
て
い
る
と
、
正
確
な

金
額
で
は
な
く
て
も

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
な

い
、
い
い
会
社
」
と
な

る
の
だ
ろ
う
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
定
着
し
、

残
業
手
当
を
「
払
わ
な
い
こ

と
」
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
社
会
が
、
若
者
の

働
き
方
を
歪
に
し
て
い
る
。

こ
れ
が
「
普
通
」
に
な
る
社

会
に
し
た
く
な
い
。
労
働
法

の
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
で
き
な

い
経
営
者
は
経
営
者
失
格
企

業
と
し
て
公
表
す
る
よ
う
な

制
度
が
必
要
だ
と
思
う
。

木
村
文
貴
子
（
神
戸
ワ
ー

カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
）

労働法に無知なダメな経営者
あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○408

共
同
テ
ー
ブ
ル
近
畿
が
主

催
す
る
「
大
軍
拡
へ
の
暴
走

を
許
す
な
！
近
畿
集
会
」
が

２
月
23
日
、
大
阪
市
の
Ｐ
Ｌ

Ｐ
会
館
で
開
か
れ
た
。
集
会

に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
。

非
武
装
非
同
盟
の
平
和
力
構

築
へ
、「
命
の
安
全
保
障
」
政

策
の
構
築
と
市
民
レ
ベ
ル
の

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
流
拡

大
な
ど
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
た
。

共
同
テ
ー
ブ
ル
近
畿
の
呼

び
か
け
人
で
あ
る
池
田
直
樹

弁
護
士
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
始
ま
っ
た
集
会
で
は
、
纐

纈
厚
さ
ん
（
山
口
大
学
名
誉

教
授
）
の
講
演
と
与
那
国
島

で
活
動
す
る
山
田
和
幸
さ
ん

の
現
地
報
告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
フ
リ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
谷
文
和

さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、

纐
纈
、
山
田
の
両
氏
に
加
え
、

木
戸
衛
一
さ
ん
（
大
阪
大
学

教
授
）
、
Ｉ
（
ア
イ
）
女
性

会
議
奈
良
の
大
野
京
子
さ
ん

の
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
山
田
さ
ん
か

ら
は
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
軸

に
島
全
体
の
要
塞
化
が
す
す

む
与
那
国
の
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。
自
衛
隊
員
が
目
立
つ

よ
う
に
な
る
一
方
で
離
島
の

準
備
を
始
め
る
市
民
も
出
始

め
て
い
る
こ
と
や
、
昨
年
11

月
に
は
小
中
学
校
生
を
対
象

に
し
た
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練

が
、
何
の
事
前
連
絡
も
な
く

実
施
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
山
田
さ
ん
は
中
学

生
の
修
学
旅
行
先
が
台
湾
の

花
蓮
市
で
あ
る
こ
と
や
台
湾
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
と
の

交
易
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

「
市
民
レ
ベ
ル
で
ア
ジ
ア
と

の
つ
な
が
り
を
強
め
与
那
国

を
東
ア
ジ
ア
平
和
交
流
の
島

に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

与
那
国
を
軍
事
要
塞
の
島
に

し
な
い
た
め
に
「
今
後
も
交

流
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
鍋
島
）

「
ど
こ
で
も
時
給
１
５
０

０
円
を
」 

「
い
ま
す
ぐ
物
価

高
騰
に
見
合
っ
た
最
低
賃
金

の
引
上
げ
を
」

―
。
物
価

が
高
騰
し
生
活
を
圧
迫
す
る

中
、
と
り
わ
け
そ
の
影
響
が

大
き
い
非
正
規
労
働
者
の
賃

上
げ
を
求
め
る
「
パ
ー
ト
春

闘
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
２
月
23

日
、
県
内
の
地
域
ユ
ニ
オ
ン

や
自
治
体
で
働
く
非
正
規
公

務
員
ら
で
つ
く
る
兵
庫
県
パ

ー
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

午
前
中
は
尼
崎
、
神
戸
（
三

宮
）
、
明
石
、
姫
路
の
４
か

所
の
Ｊ
Ｒ
駅
前
で
、
ビ
ラ
配

布
と
マ
イ
ク
リ
レ
ー
で
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
や
時
給
１

５
０
０
円
の
実
現
な
ど
を
求

め
る
訴
え
を
行
っ
た
。 

午
後
か
ら
は
神
戸
市
中
央

区
の
東
遊
園
地
・
花
時
計
前

に
集
結
し
て
集
会
を
開
き
、

遠
来
の
但
馬
ユ
ニ
オ
ン
を
は

じ
め
各
地
の
ユ
ニ
オ
ン
や
労

働
組
合
か
ら
の
活
動
報
告
や

決
意
の
表
明
を
受
け
共
有
し

た
。集

会
後
は
、
元
町
の
大
丸

前
ま
で
の
デ
モ
コ
ー
ス
を
、

「
最
賃
の
引
上
げ
を
」
、「
生

活
で
き
る
賃
金
を
」「
時
給
１

５
０
０
円
の
実
現
を
」
な
ど

の
要
求
を
書
い
た
横
断
幕
や

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
デ
モ

行
進
を
行
っ
た
。

今
年
は
政
府
も
経
団
連
も

賃
上
げ
を
訴
え
、
ト
ヨ
タ
や

ホ
ン
ダ
な
ど
の
自
動
車
大
手

は
集
中
回
答
日
を
待
た
ず
に

満
額
回
答
を
示
し
て
い
る
が
、

格
差
が
つ
け
続
け
ら
れ
て
き

た
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ

を
し
な
い
限
り
社
会
全
体
の

賃
上
げ
と
は
な
ら
な
い
。

脱
原
は
り
ま
ア
ク
シ
ョ
ン

は
３
月
４
日
、「
終
わ
ら
な
い

フ
ク
シ
マ
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
福
島
原
発
事
故
か
ら
12
年

の
つ
ど
い
」
を
県
加
古
川
総

合
庁
舎
内
で
開
催
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、「
子
ど
も
た

ち
を
被
ば
く
か
ら
守
る
た
め

に
〜
子
ど
も
脱
被
ば
く
裁

判
・
３
１
１
子
ど
も
甲
状
腺

が
ん
裁
判
で
学
ん
だ
こ
と
〜
」

と
題
し
て
そ
れ
ら
の
裁
判
に

携
わ
る
井
戸
謙
一
弁
護
士
の

講
演
と
福
島
原
発
事
故
避
難

者
の
Ａ
・
Ａ
さ
ん
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
た
。

井
戸
弁
護
士
は
、「
裁
判
で

は
、
国
や
東
電
は
被
ば
く
の

危
険
を
知
ら
せ
ず
、
被
ば
く

量
も
調
査
せ
ず
、
住
民
を
避

難
さ
せ
な
い
、
つ
ま
り
〝
被

ば
く
者
縛
り
付
け
政
策
〞
を

と
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
と
報
告
。
福
島
県
は
、

事
故
後
に
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
山
下
俊
一
氏
（
長
崎
大

学
副
学
長
な
ど
）
を
着
任
さ

せ
、「
放
射
能
は
安
全
だ
」
と

講
演
さ
せ
て
回
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
県
民
が

被
ば
く
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
被
ば
く
に
よ
る
健
康
被
害

は
な
い
」
と
も
決
め
つ
け
、

被
ば
く
の
不
安
を
口
に
す
る

人
を
『
風
評
加
害
者
』
と
攻

撃
し
て
孤
立
さ
せ
て
き
た
と

も
指
摘
。「
私
た
ち
が
生
き
る

社
会
が
こ
ん
な
社
会
で
い
い

の
か
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

避
難
者
の
Ａ
・
Ａ
さ
ん

（
学
生
）
は
「
原
発
事
故
か

ら
考
え
る
私
た
ち
の
未
来
」

と
題
し
て
報
告
。「
こ
の
12
年

間
、
被
災
の
記
憶
に
ふ
た
を

し
て
き
た
。
放
射
能
の
危
険

に
つ
い
て
の
と
ら
え
方
の
違

い
か
ら
友
だ
ち
で
な
く
な
る

こ
と
の
つ
ら
さ
も
体
験
し
た
。

急
性
骨
髄
白
血
病
に
な
り
倒

れ
た
祖
父
を
看
病
す
る
た
め

に
福
島
に
戻
る
と
鼻
血
が
出

て
体
調
が
悪
く
な
っ
た
（
祖

父
は
そ
の
後
死
亡
）
。
原
発

事
故
に
よ
る
健
康
被
害
の
不

安
は
消
え
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
た
ち
に
は
私
と
同

じ
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」

な
ど
と
訴
え
た
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
12
年
。

原
発
事
故
は
決
し
て
「
福
島

の
こ
と
」
や
「
遠
い
東
北
の

こ
と
」
で
は
な
い
。
原
発
回

帰
に
ば
く
進
す
る
岸
田
政
権

と
関
電
を
許
し
て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
改
め
て
強
く

す
る
つ
ど
い
と
な
っ
た
。

菅
野
逸
雄
（
脱
原
発
は
り

ま
ア
ク
シ
ョ
ン
）

少
子
高
齢
化
の
加
速
で
岸

田
政
権
が
過
去
最
悪
の
介
護

保
険
制
度
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
な
か
、
ろ
っ
こ
う
医

療
生
活
協
同
組
合
と
安
心
と

笑
顔
の
社
会
保
障
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
３
月
９
日
、
神
戸
市

介
護
保
険
課
の
出
前
ト
ー
ク

で
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
開
い
た
。

「
親
の
老
後
、
私
の
老
後

は
大
丈
夫
？
」
を
テ
ー
マ
に

神
戸
市
介
護
保
険
課
係
長
の

中
島
由
紀
子
さ
ん
か
ら
介
護

保
険
事
業
計
画
の
説
明
を
受

け
た
。
中
島
さ
ん
は
ま
ず
、

介
護
保
険
事
業
計
画
と
は
保

険
者
で
あ
る
市
町
村
が
地
域

の
現
状
を
分
析
し
、
３
年
間

に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

見
込
み
量
を
予
測
し
て
取
り

組
み
の
目
標
を
定
め
た
も
の

と
解
説
。
第
８
期
事
業
計
画

（
21
年
度
〜
23
年
度
）
で
は

高
齢
化
率
や
認
定
率
、
事
業

費
の
増
加
か
ら
高
齢
者
保
険

料
は
６
４
０
０
円
だ
と
し
、

介
護
予
防
な
ど
６
項
目
の
施

策
の
内
容
を
説
明
し
た
。
24

年
度
か
ら
の
次
期
計
画
の
主

眼
は
引
き
続
き
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
標
に
し
た
制
度
設

計
で
保
険
料
は
月
額
７
１
０

０
円
と
見
込
ま
れ
る
と
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
年
金
か

ら
の
保
険
料
の
天
引
き
は
負

担
感
が
大
き
い
。
介
護
保
険

財
政
に
も
っ
と
公
費
を
」「
認

定
調
査
員
に
『
も
っ
と
頑
張

っ
て
』
な
ど
不
適
切
な
発
言

が
見
受
け
ら
れ
る
。
調
査
員

の
資
質
の
向
上
を
」「
訪
問
介

護
で
は
60
代
、
70
代
の
ヘ
ル

パ
ー
が
多
い
が
、
家
族
を
養

え
る
賃
金
に
引
き
上
げ
、
若

い
ヘ
ル
パ
ー
が
働
け
る
場
に
」

な
ど
の
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
た
。　
　
　
　

 

（
菊
地
）

神
戸
市
の
出
前
ト
ー
ク
で
学
習
会

介
護
保
険
制
度

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
と
安
心
ネ
ッ
ト
が
共
催

こ
う

け
つ
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げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
山

本
を
慕
う
仲
間
た
ち
は
苦
心

の
末
、
家
族
へ
の
遺
書
を
書

く
よ
う
に
進
言
す
る
の
だ
っ

た
。
山
本
は
病
床
か
ら
家
族

へ
の
遺
書
を
書
き
上
げ
る
の

だ
が
、
収
容
所
内
で
文
字
を

書
き
残
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず

没
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
山
本

は
涙
を
た
め
「
戦
争
っ
て
残

酷
だ
な
…
…
」
と
ひ
と
り
つ

ぶ
や
く
の
だ
っ
た
。
山
本
の

想
い
を
届
け
よ
う
と
仲
間
た

ち
は
悩
み
、
思
わ
ぬ
行
動
を

思
い
つ
く
。

本
作
は
、
山
本
の
願
い
を

か
な
え
よ
う
と
す
る
仲
間
た

ち
を
描
く
感
動
作
で
、
昨
年

12
月
か
ら
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
上

映
と
な
っ
て
い
る
。

（
シ
ネ
マ
翁
）

監
督
＝
瀬
々
敬
久
／
２
０

２
２
年
／
日
本
／
１
３
３

分

「
福
島
原
発
事

故
か
ら
12
年
の

つ
ど
い
」
に
参

加
３
月
４
日
に

加
古
川
市
で
開

催
さ
れ
た
「
福

島
原
発
事
故
か
ら
12
年
の
つ

ど
い
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、「
子
ど
も
脱
被

ば
く
裁
判
」
や
「
３
１
１
子

ど
も
甲
状
腺
裁
判
」
に
関
わ

る
井
戸
謙
一
弁
護
士
の
講
演

と
原
発
事
故
避
難
者
Ａ
・
Ａ

さ
ん
（
23
歳
）
の
報
告
で
し

た
。２

０
１
１
年
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
れ

に
続
く
「
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
の
爆
発
事
故
」
か
ら

も
う
す
で
に
12
年
も
経
っ
た

の
で
す
。
私
は
、
あ
の
原
発

事
故
直
後
の
５
月
か
ら
市
民

団
体
「
脱
原
発
は
り
ま
ア
ク

シ
ョ
ン
」
に
参
加
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
思
い
起
こ

せ
ば
、
結
成
時
は
映
画
会
や
、

脱
原
発
課
題
で
は
珍
し
い
加

古
川
駅
前
の
集
会
や
デ
モ
な

ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

今
も
毎
月
11
日
を
「
東
電

原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
い
な

い
行
動
日
」
と
し
て
、
放
射

能
の
影
響
、
怖
さ
、
危
険
性

な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
事
故
か
ら
12
年
の

歳
月
を
経
る
中
で
、
福
島
や

原
発
事
故
へ
の
関
心
も
ど
ん

ど
ん
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　徹
底
し
た
分
断
政
策
で
「
住

民
を
惑
わ
す
」
岸
田
政
権

私
は
、
福
島
の
子
ど
も
た

ち
が
立
ち
上
が
っ
た
「
子
ど

も
脱
被
ば
く
裁
判
」
と
い
う

強
制
収
容
所
で
も
希
望
を
捨
て
な
か
っ
た
男
の
遺
書
は
…

ラ
ー
ゲ
リ
よ
り
愛
を
込
め
て

フクシマは終わっていない

訴
訟
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
裁
判
は
、
福
島
の
子
ど

も
た
ち
が
「
放
射
能
を
避
け

て
、
普
通
に
学
校
で
も
勉
強

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
立

ち
上
が
っ
た
裁
判
で
す
。

今
な
お
、
福
島
で
は
高
濃

度
の
放
射
線
が
街
中
を
さ
ま

よ
っ
て
い
ま
す
。
も
う
何
年

か
前
か
ら
行
政
の
宣
伝
も
あ

り
、
市
民
の
中
で
は
「
放
射

能
の
こ
と
は
問
題
な
い
よ

ね
？
」「
避
難
す
る
人
は
お
か

岸
田
政
権
は
、
実
際
に
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
福

島
原
発
事
故
の
責
任
を
全
く

取
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
原
発
の
新
設
や
再
稼

働
を
強
引
に
進
め
る
た
め

「
政
府
が
責
任
を
取
る
」
と

嘘
を
撒
き
散
ら
し
て
い
ま
す
。

今
は
戦
争
状
態
で
詳
細
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
（
１
９
８

６
年
９
月
）
で
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
国
を

挙
げ
て
「
保
養
」
を
何
十
年

も
続
け
て
い
た
の
で
す
。
日

本
の
政
府
と
大
違
い
で
す
。

「
大
人
が
諦
め
た
ら
子
ど
も

も
諦
め
ま
す
」

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
３

月
４
日
の
「
つ
ど
い
」
の
中

で
、
井
戸
弁
護
士
が
ま
と
め

で
最
後
に
報
告
さ
れ
た
「
わ

か
な
さ
ん
（
仮
名
、
15
歳
）

の
言
葉
」
が
胸
に
突
き
刺
さ

っ
て
い
ま
す
。
「
大
人
が
諦

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
人

が
諦
め
た
ら
子
ど
も
も
諦
め

ま
す
」

―
。
２
０
１
１
年

３
月
16
日
は
、
福
島
県
の
高

校
入
学
発
表
の
日
で
し
た
が
、

原
発
の
爆
発
直
後
で
放
射
線

量
が
高
く
、
担
任
の
先
生
も

悩
ん
で
校
長
先
生
に
「
発
表

延
期
」
を
訴
え
た
そ
う
で
す
。

校
長
先
生
は
完
全
に
無
視
し

た
の
で
す
が
、
担
任
の
先
生

は
「
皆
に
た
く
さ
ん
被
ば
く

さ
せ
た
」
と
謝
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
の
言

葉
だ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。私

は
こ
の
言
葉
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
で
す

が
子
ど
も
や
孫
た
ち
を
守
る

た
め
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

（
菅
野
順
子
）

し
い
よ
ね
」
っ
て
い
う
雰
囲

気
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
井

戸
弁
護
士
も
「
放
射
能
が
怖

い
な
ど
と
い
う
の
は
『
風
評

加
害
者
』
的
な
雰
囲
気
さ
え

作
ら
れ
て
い
る
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
何
と
言
っ

て
も
「
避
難
す
る
人
」
と
「
避

難
出
来
な
い
人
」
が
徹
底
し

て
分
断
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
分
断
を
作
っ
て
い
る
の

は
、
間
違
い
も
な
く
政
府
で

あ
り
、
東
電
、
福
島
県
で
す
。

原
作
は
、
辺
見
じ
ゅ
ん
氏

の
『
収
容
所
か
ら
来
た
遺
書
』

で
あ
る
。
１
９
８
９
年
に
本

作
で
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
受
賞
。
翌
年
、
大
宅

壮
一
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

を
受
賞
し
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

作
品
で
あ
る
（
２
０
２
２
年

ま
で
に
25
万
部
が
発
行
さ
れ
、

読
み
続
け
ら
れ
て
い
る
）
。

監
督
は
、「
64
―
ロ
ク
ヨ
ン

―
」「
と
ん
び
」
な
ど
の
作
品

が
あ
る
瀬
々
敬
久
で
あ
る
。

瀬
々
監
督
が
「
こ
れ
は
、
国

民
映
画
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
の
思
い
で
撮
っ
た

も
の
で
あ
る
。

物
語
は
、
第
２
次
世
界
大

戦
終
了
後
の
ロ
シ
ア
で
約
60

万
人
の
日
本
人
が
シ
ベ
リ
ア

の
強
制
収
容
所
（
ラ
ー
ゲ
リ
）

に
不
当
抑
留
さ
れ
る
様
を
描

い
て
い
る
。
あ
ま
り
に
も
過

酷
な
日
々
に
絶
望
す
る
状
況

の
中
で
も
一
人
、
希
望
を
捨

て
ず
に
生
き
よ
う
と
し
た
男
、

山
本
幡
男
（
は
た
お
）
が
書

い
た
遺
書
に
ま
つ
わ
る
事
実

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

零
下
40
度
の
厳
冬
の
地
、

シ
ベ
リ
ア
。
わ
ず
か
な
食
糧

し
か
与
え
ら
れ
ず
過
酷
な
労

働
を
強
い
ら
れ
る
日
々
が
つ

づ
く
中
で
、
死
に
逝
く
者
が

続
出
す
る
残
酷
な
現
実
を
前

に
し
て
、
山
本
幡
男
が
「
生

き
る
希
望
を
捨
て
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
帰
国
へ
の
日
は
必

ず
や
っ
て
き
ま
す
」
と
絶
望

す
る
仲
間
た
ち
に
訴
え
続
け

る
姿
が
描
か
れ
る
。

身
に
覚
え
の
な
い
ス
パ
イ

容
疑
で
収
容
さ
れ
た
山
本

（
二
宮
和
也
）
は
日
本
に
い

る
妻
の
モ
ジ
ミ
（
北
川
景
子
）

や
４
人
の
子
ど
も
と
と
も
に

過
ご
せ
る
日
が
訪
れ
る
こ
と

を
信
じ
て
耐
え
て
い
た
。
過

酷
な
状
況
下
の
中
で
、
希
望

を
持
て
ず
に
い
た
仲
間
た
ち
。

戦
争
で
心
に
傷
を
負
い
、
仲

間
か
ら
目
を
背
け
る
男
、
松

田
（
松
坂
桃
李
）
。
旧
日
本

軍
で
の
階
級
を
ふ
り
か
ざ
す

軍
曹
の
相
沢
（
桐
谷
健
太
）
。

ク
ロ
と
い
う
子
犬
を
か
わ
い

が
る
青
年
、
新
谷
（
中
島
健

人
）
。
劣
悪
な
生
活
の
中
で

変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た
同

郷
の
先
輩
で
あ
る
原
（
安
田

顕
）
。
山
本
は
そ
ん
な
仲
間

た
ち
を
励
ま
し
続
け
て
い
た
。

そ
し
て
、
山
本
の
仲
間
へ
の

想
い
や
信
念
は
、
凍
っ
て
い

た
抑
留
者
の
心
を
も
溶
か
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
っ

た
。抑

留
か
ら
８
年
が
経
ち
、

山
本
に
妻
・
モ
ジ
ミ
か
ら
の

葉
書
が
届
く
。
検
閲
を
く
ぐ

り
抜
け
た
葉
書
に
は
「
あ
な

た
の
帰
り
を
待
っ
て
い
ま
す
」

と
。
妻
を
想
い
、
山
本
は
涙

を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
。

だ
が
、
そ
の
頃
に
は
山
本

の
体
は
病
に
侵
さ
れ
て
い
て
、

余
命
３
ヶ
月
を
医
師
か
ら
告

中川智子・元宝塚市長らの応援エールを受け、決
意表明する小林るみ子神戸市議＝３月11日

山
口
み
さ
え
芦
屋
市
議
の

後
援
会
「
み
さ
え
広
場
」
は

３
月
４
日
、
落
語
家
の
露
の

新
治
さ
ん
を
迎
え
て
「
人
権

の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
支
援

者
ら
約
60
人
が
参
加
し
た
。

後
援
会
長
の
小
田
さ
ん
は
、

「
山
口
さ
ん
は
、
地
域
で
一

緒
に
活
動
す
る
身
近
な
存
在
。

そ
ん
な
視
点
を
持
っ
て
い
る

議
員
が
必
要
」
と
迫
る
市
議

選
で
の
支
援
を
求
め
た
。

「
新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人

権
高
座
」
で
は
、
露
の
新
治

さ
ん
が
「
老
い
」
を
切
り
口

に
、
自
身
で
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
こ
と
で

人
を
判
断
す
る

こ
と
の
お
か
し

さ
を
笑
い
を
交

え
て
話
し
た
。

根

拠

の

な

い

「
血
筋
」
で
差

別
す
る
こ
と
の

無
意
味
さ
に
も

触
れ
、「
平
和
・

人
権
を
大
切
に
す
る
議
員
を

増
や
そ
う
」
と
山
口
さ
ん
を

激
励
し
た
。

市
議
選
へ
の
決
意
表
明
を

行
っ
た
山
口
み
さ
え
さ
ん
は
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
病
院
の
減
少
、

保
健
所
の
統
廃
合
の
動
き
は

止
ま
ら
ず
、「
政
治
は
命
を
大

切
に
し
て
い
な
い
」と
訴
え
た
。

会
計
年
度
任
用
制
度
で
は
、

何
年
も
か
け
て
改
善
し
て
き

た
労
働
条
件
が
法
改
正
で
簡

単
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
悔
し

さ
を
語
り
、「
応
援
し
て
く
れ

る
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見

せ
た
。　
　
　
　

 

（
荒
西
）

市議選への決意を述べる山口み
さえ芦屋市議＝３月４日 「

人
権
の
つ
ど
い
」を
開
催

露
の
新
治
さ
ん
を
迎
え

み
さ
え
広
場（
山
口
み
さ
え
後
援
会
）

神
戸
市
会
に
絶
対
必
要
な
議
員

小
林
る
み
子
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
決
起
集
会

小
林
る
み
子
神
戸
市
議
の

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
決
起
集
会

が
３
月
11
日
、
灘
区
内
で
開

か
れ
、
約
80
人
が
参
加
し
て

６
度
目
の
勝
利
に
向
け
た
奮

闘
を
誓
い
合
っ
た
。

「
３
・
11
」
と
い
う
日
に

因
み
、
集
会
は
震
災
犠
牲
者

へ
の
黙
と
う
か
ら
始
ま
っ
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
リ
ー
ダ
ー

の
立
川
重
則
さ
ん
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
介
護
問
題
、
王
子

公
園
再
整
備
問
題
、
地
域
ユ

ニ
オ
ン
運
動
、
医
療
問
題
と

小
林
さ
ん
が
関
わ
っ
て
き
た

各
分
野
の
運
動
か
ら
小
林
さ

ん
を
応
援
す
る
ス
ピ
ー
チ
が

つ
づ
い
た
。
貧
困
問
題
に
取

り
組
む
藤
田
孝
典
さ
ん
か
ら

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
応
援
に
か
け
つ

け
て
く
れ
た
元
宝
塚
市
長
の

中
川
智
子
さ
ん
か
ら
も
暖
か

い
応
援
ス
ピ
ー
チ
。
小
林
さ

ん
の
掲
げ
る
政
策
を
て
い
ね

い
に
取
り
上
げ
、
自
分
の
思

い
や
施
策
と
ま
っ
た
く
一
致

す
る
と
、
自
ら
の
経
験
や
実

際
の
事
案
を
も
と
に
、
そ
の

政
策
の
重
要
性
と
意
義
を
説

き
、
「
私
た
ち
の
命
と
暮
ら

し
と
平
和
を
守
る
た
め
に
絶

対
に
当
選
し
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
な
い
人
」
と
訴
え
た
。

そ
れ
ら
を
受
け
、
小
林
る

み
子
さ
ん
は
、「
震
災
で
実
感

し
た
人
と
人
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
こ
の
20
年
間
の
議

員
活
動
の
原
点
に
し
て
き
た
」

と
述
べ
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら

か
に
な
っ
た
医
療
、
介
護
体

制
の
弱
点
、
非
正
規
労
働
者

へ
の
し
わ
寄
せ
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
表
明
し
た
。


